
特定の事業を行うための5つの「特別会計」と、上下水道や病院などの

収益事業を行う5つの「企業会計」に分類し、事業を行っています。

オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特別会計・企業会計 一般会計 市の基本となる会計

平成29年度 甲賀市予算

キックオフ予算

 

１  

10
万
人
都
市
を
め
ざ
す
た
め
の
３
つ
の
課
題

　高
齢
者
か
ら
若
者
、
子
ど
も
ま
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
、

元
気
に
働
け
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
３
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
職
場
や
地
域
に
お
け
る
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
や
女
性
の
活
躍

に
対
す
る
支
援
が
不
十
分
で
あ
り
、
出
生
率
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。

②
雇
用
に
係
る
需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
市
内
へ
の
定

住
（
移
住
）
が
進
ん
で
い
な
い
。

③
福
祉
・
介
護
の
不
安
、
公
共
交
通
の
不
便
さ
か
ら
、
中
山
間
地
域
か

ら
子
育
て
世
代
を
含
め
た
広
い
層
の
流
出
が
進
ん
で
い
る
。

  

２  

３
つ
の
テ
ー
マ

　①
〜
③
の
課
題
解
決
の
た
め
に
次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
10
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
）
に
取
り
組
み
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
、
い
き
い
き
と
健
や
か
に
、
安
心
し
て
夢
を
追

い
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
子
育
て
・
教
育
Ｎ
Ｏ.

１
」
の
ま
ち

を
め
ざ
し
ま
す
。

　域
内
に
お
け
る
消
費
の
拡
大
と
、
域
外
か
ら
稼
ぐ
仕
組
み
を
つ
く
り
、

地
域
内
で
「
お
金
」
が
ま
わ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
全
体
へ
の
波
及
効

果
が
生
ま
れ
、「
活
気
あ
ふ
れ
る
」
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　年
齢
や
場
所
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
「
そ
の

ひ
と
」
ら
し
く
、
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
長
寿
」
の
ま
ち

を
め
ざ
し
ま
す
。

施
政
方
針（
要
旨
）

甲
賀
市
長

　岩
永

　裕
貴

　平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

私
が
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
初
め
て
の
年
間
を
通

し
た
予
算
の
編
成
と
な
り
ま

す
。　現

在
策
定
を
進
め
て
い
る

第
２
次
総
合
計
画
は
、
そ
の

計
画
期
間
を
12
年
間
と
し
、

前
期
に
あ
た
る
４
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
を
「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未

来
に
つ
な
ぐ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位
置
づ
け
、
平
成
29
年
度

予
算
は
、
一
般
会
計
で
３
９
０
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
予
算
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
で
す
。
人
口
減
少
は
全
国
的
な
傾
向

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
受
け
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
本
市
の
課
題
を
分
析
し
、
オ
ー
ル
甲
賀
で
、
英
知
を
結
集
し
て
積
極
的

な
施
策
に
打
っ
て
出
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　こ
の
考
え
の
上
で
本
市
の
課
題
を
整
理
し
、
解
決
す
る
た
め
の
共
通
テ
ー

マ
を
３
つ
の
視
点
（
子
育
て
・
教
育
、
地
域
経
済
、
福
祉
・
介
護
）
か
ら
と
ら
え
、

10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
若
者
や
子
育

て
世
代
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
、
高
齢
者
の
皆
様
も
安
心
し

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
楽
し
く
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
し
っ

か
り
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
方
が
と
も
に
豊
か
に
暮
せ
る
ま
ち

を
築
く
た
め
の
施
策
を
戦
略
的
に
展
開
し
、
オ
ー
ル
甲
賀
で
合
併
当
初
の
人

口
目
標
に
掲
げ
て
い
る
10
万
人
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

農林水産業費
18億円 4.7%

商工費 4億円  1.1%
消防費 15億円  3.8%

議会費 3億円  0.7%

労働費・災害復旧費・予備費
　　　2億円  0.6%

歳 入
390億円

H28
414億1,000万円

※予算額については億単位で表示しているため、構成比と一致しないことがあります。

依存財源
207億円
53.1％

自主財源
183億円
46.9％

歳 出
＜目的別＞

390億円
H28

414億1,000万円

テ
ン

オール甲賀で未来につなぐ！ 
平成29年度 甲賀市予算

「子育て・教育」「地域経済」
「福祉・介護」に重点配分

「子育て・教育」「地域経済」
「福祉・介護」に重点配分

”さ
ら
に
前
へ
“

第
２
ス
テ
ー
ジ
の
甲
賀
市
を
め
ざ
し
て

キックオフ予算

子育て・教育地域経済福祉・介護

農林水産業費
18億円 4.7%

　　　2億円  0.6%

※予算額については億単位で表示しているため、構成比と一致しないことがあります。

歳 出
＜目的別＞

390億円
H28

414億1,000万円

市税
136億円
34.8%

繰入金
26億円 6.7%

依存財源その他
25億円 6.5%

自主財源その他
21億円 5.4%

地方交付税
75億円
19.2%

国県支出金
60億円
15.3%

市債
47億円
12.1%

民生費
120億円
30.7%

総務費
72億円
18.4%

土木費
41億円
10.6%

公債費
39億円
9.9%

衛生費
38億円
9.8%

教育費
38億円
9.7%

国
や
県
の
意
志
決
定
に

基
づ
き
収
入
さ
れ
る
も
の
。

市
が
自
主
的
に
収
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
。

新年度の市の予算が決まりました。キーワードは、“オール甲賀”です。
　市民の皆さんとともに人口減少に立ち向かえる力強い甲賀市を創りあげるための予算編成を進め、
活力のある１０万人都市をめざして、「子育て・教育」「地域経済」「福祉・介護」に重点配分を行いました。

　特に子育て世代など若い人への投資を行うことで、まずは、若者の定住を促進し、
そのことにより高齢者の皆さんが安心して暮らせるための基盤づくりがスタートする重要な予算です。

予算額

平成29年度 平成28年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 102億1,000万円 101億9,000万円 ＋2,000万円

後期高齢者医療 18億7,900万円 17億9,300万円 ＋8,600万円

介護保険 69億8,900万円 67億5,700万円 ＋2億3,200万円

土地取得事業 410万円 281万円 ＋129万円

野洲川基幹水利施設管理事業 2,129万円 2,129万円 ±0円

小　計 191億339万円 187億6,410万円 ＋3億3,929万円

企
業
会
計

病院事業
収益的支出 9億4,120万円 9億5,700万円 △1,580万円

資本的支出 5,862万円 6,173万円 △311万円

水道事業
収益的支出 28億1,221万円 28億4,598万円 △3,377万円

資本的支出 10億5,597万円 11億3,431万円 △7,834万円

診療所事業
収益的支出 2億1,600万円 2億1,800万円 △200万円

資本的支出 4,692万円 482万円 ＋4,210万円

介護老人
保健施設事業

収益的支出 3億1,900万円 3億1,900万円 ±0円

資本的支出 1,317万円 356万円 ＋961万円

下水道事業
収益的支出 39億6,923万円 40億7,791万円 △1億868万円

資本的支出 29億8,864万円 29億8,647万円 ＋217万円

小　計 124億2,096万円 126億878万円 △1億8,782万円

合　計 315億2,435万円 313億7,288万円 ＋1億5,147万円
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